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盛
況
だ
っ
た
文
化
祭

　
昭
和
二
十
三
年
に
公
民
館
が
開
設
ふ
・
・

れ
た
の
を
機
会
に
、
本
町
文
化
の
向
上

と
産
業
発
展
を
め
ぎ
し
て
毎
年
開
い
て

い
る
総
合
文
化
祭
が
十
一
月
三
日
か
ら

二
十
三
日
ま
で
の
期
間
、
役
場
、
中
央

公
民
館
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
寺
追
小

学
校
を
会
場
に
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
い
ま
ま
で
は
、
三
日
間
で
諸
行
事
を

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
と
し
は
初

め
て
の
試
み
と
し
て
期
日
を
分
散
し
て

行
事
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
し
い
た
け
、
養
蚕
、
畜

産
、
み
か
ん
の
各
生
産
者
大
会
が
開
か

れ
た
こ
と
と
、
町
体
育
協
会
主
催
で
野

球
、
庭
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
参
加
し

た
こ
と
に
よ
う
、
文
化
祭
行
事
が
盛
り

あ
が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
な
か
で
も
、
町
民
の
融
和
と
体

力
の
向
上
を
め
y
、
、
し
た
、
恒
例
の
公
民

館
対
抗
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、
文

化
祭
行
事
の
締
め
く
く
り
と
し
て
町
内

　
　
場

軍
役

　
　
町

議
　
郷

　
　
東

12　
　
所
人

　
　
行
集

　
　
発
編

全
域
か
ら
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
大
熱
戦

を
く
り
へ
）
ろ
げ
ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
と
も
、
部
落
で
｝
、
ふ
、
）
し
い

練
習
を
つ
ん
で
き
た
も
の
と
み
え
、
羊

：
ム
ワ
ー
ウ
レ
よ
ノ
、
、
　
陣
随
所
に
好
フ
ン
ー

が
見
ら
れ
、
集
ま
っ
た
応
援
の
人
々
か

ら
盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
部
落
公
民
館
で
は
、
寺
迫
区
で
地
域

特
産
の
み
か
ん
を
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で
展

示
即
売
し
、
ま
た
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
と
区
民
運
動
会
を
行
な
い
部
落
あ
げ

て
お
互
い
の
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
文
化
祭
を
反
省
し
、
来
年

は
き
ら
に
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
の
行
事

と
な
る
よ
う
に
す
る
つ
も
り
で
す
。

　
い
ま
の
と
こ
ろ
尾
鈴
ラ
ン
．
の
展
示
、

菊
花
展
な
ど
の
開
催
も
考
え
て
い
ま
す

文
化
祭
開
催
に
つ
い
で
よ
り
効
果
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
、
み
な
き
ん
か
ら
の

ご
意
見
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
き
い
。

、

撫
臨
瀞
、

第
三
日
曜
日
は
（
十
九
日
〉
家
庭
の
日

ぐ
璽
響
謙
．

　
、
も

ド
触

鱗㌘
梅箏

．
働
鵜

鯉譲
　　

ﾈ
嚢轟

中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
熱
戦

霧

魎
慰霊）

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
だ
寒
き
ま

　
ク
リ
ス
マ
ス

　
　
　
　
　
　
　
で
に
は
間
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
朝
晩
の

冷
こ
み
が
つ
よ
く
な
り
、
と
う
と
う

十
二
月
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
、
行

き
か
ふ
年
も
ま
た
旅
人
な
り
（
奥
の

細
導
」
と
い
っ
た
芭
蕉
の
気
持
が

わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
な
に

か
「
あ
っ
と
い
う
聞
の
年
の
暮
れ
」

》
一
い
つ
ハ
に
感
R
レ
4
」
幽
ヲ
。

▽
小
鯛
・
・
な
お
子
き
ん
の
い
る
家
庭
で

は
、
も
う
す
ぐ
や
っ
て
く
る
学
校
の

久
、
休
み
に
っ
。
つ
い
’
」
ク
リ
ス
マ
ス
。

信
教
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
子
ど
も

た
ち
の
間
口
、
は
・
も
・
つ
う
リ
ス
マ
ス
の

お
祭
り
は
定
着
し
て
い
る
の
’
．
・
し
・
出

う
か
。
最
近
は
こ
の
日
、
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
の
は
い
っ
た
大
き
な

箱
を
か
か
え
て
帰
宅
を
〃
夷
心
ぐ
姿
が
目

⊥
“
ン
ノ
て
多
く
な
り
ま
し
た
．

▽
冬
物
の
衣
類
の
購
入
は
ぜ
へ
）
必
要

な
も
の
だ
け
に
し
ま
し
ょ
う
。
あ
れ

ば
重
宝
な
こ
と
は
た
し
か
で
す
が
、

年
末
の
売
出
し
宣
伝
に
つ
ら
れ
、
つ

い
・
つ
つ
か
り
叩
貝
い
▼
7
ん
4
、
一
し
ル
柔
・
り
▼
恥

と
の
な
い
よ
う
に
…
…
。

野
の
な
か
の
路
は
氷
り
て

行
き
が
た
し
か
た
へ
の
芝

の
誰
相
を
路
み
ゆ
く
　
牧
氷
、
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四
十
五
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算

農
林
水
産
業
費
に
2
3
％

　
昭
和
四
十
五
年
度
．
東
郷
町
の
一
般
会

計
と
特
別
会
計
の
決
算
が
、
九
月
定
例

議
会
で
認
定
き
れ
ま
し
た
の
で
そ
の
状

況
を
報
告
し
ま
す
。

　
四
十
五
年
度
予
算
は
一
般
会
計
に
お

い
で
歳
入
歳
出
予
算
と
も
に
当
初
予
算

＝．

ｭ
ニ
エ
ー
七
百
八
十
一
万
二
千
円
で
発

東
郷
町
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス

・
町
の
長
期
振
興
計
画
の
基
本
構
想

を
決
定

。
坪
谷
甲
の
危
険
校
舎
を
永
久
校
舎

に
改
築

。
統
一
地
方
選
挙
（
町
長
・
町
議
）

。
台
風
十
九
畏
、
二
十
三
号
が
来
襲

農
作
物
な
ど
に
被
害

。
二
葉
立
地
（
三
工
場
）

。
美
々
津
地
区
国
営
農
地
開
発
事
業

の
試
験
開
こ
ん
始
ま
る

・
坪
谷
農
免
道
路
一
期
工
事
が
完
成

。
役
場
事
務
機
構
の
改
正
と
人
事
異

動。
拠
出
制
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
の

支
給
開
始

。
沖
縄
か
ら
二
十
六
年
ぶ
り
に
元
坪

谷
小
集
団
疎
開
生
が
来
町

九
月
定
例
議
会
で
認
定
…
…
．

足
し
ま
し
た
が
、
年
度
途
中
に
お
い
て

道
路
改
良
、
土
木
災
害
復
旧
、
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
、
松
尾
林
道
災
害
復

旧
、
み
か
ん
共
同
貯
蔵
庫
、
給
与
改
定

の
実
施
な
ど
四
千
五
百
二
十
一
万
四
千

円
の
補
正
予
算
を
計
上
し
た
の
で
、
予

算
の
総
額
は
三
億
七
千
三
百
二
万
六
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
予
算
執
行
の
実
績
は
、
収
入
済

額
三
億
八
千
四
百
八
十
万
八
千
円
で
予

算
現
額
に
対
し
三
・
二
％
の
増
加
、
支

出
済
額
は
三
億
六
千
三
百
七
十
九
万
五

千
円
で
予
算
現
額
に
対
し
二
・
五
％
下

前
る
結
果
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
き

残
額
二
千
百
一
万
三
千
円
を
翌
年
度
に

繰
越
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

目
的
別
内
訳

　
目
的
別
の
歳
入
歳
出
の
状
況
は
別
表

の
と
お
り
で
す
が
、
歳
入
は
前
年
に
比

べ
七
千
八
百
六
十
六
万
一
千
円
の
増
で

そ
の
構
成
比
は
地
方
交
付
税
が
三
八
・

八
％
で
最
も
高
く
、
次
い
で
財
産
収
入

国
県
支
出
金
、
町
税
等
と
な
っ
て
お
り

不
足
財
源
は
町
債
を
も
｛
・
て
補
う
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
構
成
比
は
、
本
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
林
水
産
業
費
が
二
三
・
一

％
を
占
め
て
最
も
高
く
、
次
い
で
教
育

費
一
八
％
、
土
木
費
一
五
・
六
％
、
総

務
費
、
民
生
費
等
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。

性
質
別
内
訳

　
な
お
、
こ
れ
を
性
質
別
に
み
ま
す
と

普
通
建
設
事
業
が
最
も
高
く
、
一
億
二

千
九
百
八
十
万
五
千
円
（
三
五
・
七
％
）

次
い
で
人
件
費
一
億
一
千
三
百
四
十
一

万
八
千
円
（
ゴ
ニ
・
二
％
）
物
件
費
四

千
四
十
八
万
円
（
一
一
・
一
％
）
補
助

費
二
千
六
百
二
十
八
万
円
（
七
・
二
％
）

公
債
費
一
千
四
百
五
十
八
万
五
千
円

（
四
％
）
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
歳
出

の
構
成
費
と
し
て
は
ほ
ぼ
好
ま
し
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計

成　表（百分比）

その他2．7％

地方交付税

　　38．8％

　
ま
た
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
事
業
勘
定
で
歳
入
七
千
三
百

七
十
八
万
一
千
円
、
歳
出
六
千
七
百
二

十
万
五
千
円
で
歳
入
歳
出
差
引
き
残
額

六
百
五
十
七
万
六
千
円
、
ブ
ル
ド
ー
ザ

運
用
事
業
は
、
歳
入
五
百
九
十
八
万
二

千
円
、
歳
出
五
百
六
十
七
万
三
千
円
、

歳
入
歳
出
差
引
き
残
額
三
十
万
九
千
円

簡
易
水
道
事
業
は
、
歳
入
四
千
六
百
二

十
三
万
七
千
円
、
歳
出
四
千
六
百
一
万

二
千
円
、
歳
入
歳
出
差
引
き
残
額
二
十

二
万
五
千
円
、
農
業
共
済
事
業
（
各
勘

定
合
計
額
）
二
千
六
百
四
十
四
万
三
千

円
、
歳
出
一
千
九
百
八
十
五
万
四
千
円

歳
入
歳
出
差
引
き
残
額
六
百
五
十
八
万

九
千
円
で
い
ず
れ
も
実
質
収
支
に
お
い

て
は
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

構入歳

諸収入1．3％

嚥
　　　　号
町　　債

8，6％

町　　税
　　9．5％

財産収入

　14．2％

出目聖別構成表（百分比）

県支出金

　12．8％

農林水産業費

　　　23．1％

育　費
18．0％

教

畿
繋
蕩

　
　
　
匁
嘱
　
霧

費
％

　
　

木
旨

土

工　費
14．2％

／
歳入総額
　　　　384，808千円

歳出目的

静…腰

民

総

歳出総額
　　3，63，795千円
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国民年金

福
祉
年
金
は

こ
の
よ
う
に

支
払
わ
れ
ま
す

　
福
祉
年
金
は
七
十
歳
以
上
の
人
、
重

度
の
身
依
障
害
者
、
夫
や
祖
父
な
ど
を

亡
く
し
て
母
子
、
準
母
子
の
状
態
に
あ

る
人
に
支
給
き
れ
る
年
令
で
す
。
福
祉

年
金
を
受
け
る
に
は
、
↓
定
の
手
続
き

が
必
要
で
す
か
ら
つ
y
、
－
に
か
ん
た
ん
に

説
明
し
ま
し
し
卜
う
。

　
ま
ず
、
福
祉
年
金
が
受
ゆ
9
1
・
．
つ
れ
る
し
帆

う
に
な
っ
た
入
は
役
場
に
請
求
書
を
出

し
て
く
ゼ
毒
、
、
い
。
請
求
書
を
出
し
ま
す

三
実
際
に
福
祉
年
金
が
受
け
ら
れ
る
資

格
の
あ
る
入
に
は
、
国
民
年
金
証
書
を

交
付
し
ま
す
。
福
祉
年
金
は
、
そ
の
図

民
年
金
証
書
に
よ
っ
て
郵
便
局
の
窓
口

で
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
癌
祉
年
金
を
受
け
る
資
格
の
あ
る
人

で
も
役
場
で
手
続
き
を
し
な
い
で
い
る

と
国
民
年
金
証
書
が
交
付
鳶
．
、
れ
な
い
の

で
福
祈
年
金
の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
福
祉
年
金
を
支
払
う
郵
便
局
は
、
受

給
権
者
の
希
望
に
よ
っ
’
、
き
め
ら
れ
ま

す
。
し
た
が
’
・
て
、
隔
祉
年
金
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
役
場
に
請
求
書

を
出
す
と
㌧
、
－
は
、
福
祉
年
金
の
支
払
い

を
受
け
る
の
に
一
番
便
利
な
郵
便
局
を

選
ん
で
く
だ
き
い
。

　
福
祉
年
金
は
毎
年
、
　
月
、
五
月
、

九
月
の
六
日
以
降
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
ま

で
の
四
か
寸
分
が
ま
と
め
て
支
払
わ
れ

ま
す
。
郵
便
局
で
実
際
に
年
金
を
受
け

と
る
と
｝
、
ほ
、
郵
便
局
で
貯
金
を
受
け

る
と
き
と
よ
く
に
て
い
ま
す
。

　
福
祉
年
金
の
支
払
い
を
受
け
る
ン
ミ
ー

は
請
求
す
る
用
紙
が
郵
便
局
の
窓
口
に

備
え
付
け
ら
れ
て
あ
り
ま
す
か
・
づ
、
こ

れ
に
年
金
証
書
の
記
号
番
号
、
支
払
い

を
受
け
る
金
額
、
受
給
権
者
の
氏
名
・
二

住
所
な
ど
必
要
な
こ
と
が
ら
を
記
入

し
、
印
か
ん
を
押
し
r
、
【
．
、
斗
．
民
年
金
証

書
」
と
一
緒
に
窓
口
に
差
し
出
し
ま
す

と
、
郵
便
局
で
は
福
祉
年
金
を
請
求
す

る
用
紙
に
記
入
｝
、
・
れ
て
い
る
内
容
が
ム
ロ

一・

ﾄ
い
る
か
ど
う
か
確
認
し
て
年
金
を

支
払
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
福
祉
年

金
を
請
求
す
る
用
紙
に
金
額
な
ど
を
記

入
す
る
と
き
は
ま
ち
が
い
の
な
い
・
う

て
い
ね
い
に
書
い
て
く
だ
き
い
。

　
ま
た
、
こ
の
記
入
を
郵
便
笥
の
窓
口

．
の
人
に
し
て
も
ら
う
入
が
あ
り
ま
す

が
、
年
金
の
支
払
い
日
は
窓
口
が
混
雑

し
、
係
の
人
が
大
変
忙
し
く
な
り
ま
す

か
ら
自
分
で
記
入
す
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。

　
な
お
、
自
分
で
郵
便
局
ま
で
出
向
く

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
福
祉
年
金
の

受
領
を
誰
に
で
も
委
任
す
る
二
と
が
で

き
ま
す
が
、
そ
の
時
に
は
、
郵
便
局
に

備
え
付
け
て
あ
る
用
紙
に
誰
に
委
任
し

た
か
を
記
入
捺
印
す
る
二
と
が
必
要
で

す
。

璋
害
の
あ
る
老
齢
者
に
は

六
十
五
歳
か

　
老
齢
福
祉
年
金
は
、
明
治
四
十
四
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
が
、
七

十
歳
に
な
一
・
た
と
玉
、
－
に
支
給
》
・
㌔
れ
ま
す

と
こ
ろ
が
四
十
六
年
十
　
月
か
ら
、
身

体
に
障
害
が
あ
一
．
♂
、
、
日
常
生
活
が
た

い
へ
ん
不
自
由
な
老
齢
者
に
は
、
六
十

五
歳
か
ら
支
給
斗
・
・
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

ら

老
齢
福
祉
年
金
が
i

☆
こ
ん
な
人
に
…
…

　
六
十
五
歳
か
ら
老
齢
福
祉
年
金
が
受

け
ら
れ
る
の
は
、
つ
ぎ
の
条
件
に
あ
て

は
ま
る
人
で
す
。

e
　
国
民
年
金
の
障
害
等
級
が
二
級
で

　
あ
る
こ
と
。

口
　
e
の
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
病
気

　
に
つ
い
て
、
は
じ
め
て
医
師
の
診
断

　
を
受
け
た
日
か
ら
三
年
以
上
た
っ
て

　
い
る
こ
と
（
た
だ
し
、
そ
の
障
占
が

　
固
定
し
て
い
る
人
は
一
二
年
以
内
で
も

　
よ
い
）

　
な
お
、
国
民
年
金
法
の
障
害
等
級
．
が

一
級
の
人
は
、
年
金
額
が
老
齢
福
祉
年

金
よ
り
多
い
障
害
福
祉
年
金
が
受
．
∵
つ

れ
ま
す
。

☆
支
給
の
制
限
は
…
…

　
地
の
福
祉
年
金
と
同
じ
よ
う
に
、
恩

給
や
厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
を
受

け
て
い
る
と
㌧
・
、
は
、
福
祉
年
金
の
全
額

ま
た
、
一
部
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す

ま
た
、
本
人
や
扶
養
義
務
者
に
国
民
年

あ
な
た
も

六
万
円
を
〃
”

　
五
月
か
ら
老
齢
年
金
受
給
者
が
誕
生

し
、
八
月
か
ら
年
金
の
支
払
い
が
開
始

き
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
老
齢
年

ム
乎
を
受
け
る
人
が
ど
ん
ど
ん
ふ
え
て
い

｝
、
・
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
老
齢
年
金
を
も
ら
う
時

期
が
近
づ
い
て
い
る
の
に
ま
だ
満
額
の

六
万
円
が
約
束
キ
、
・
れ
て
い
な
い
人
が
か

な
り
み
う
け
ら
れ
ま
す
。
十
年
の
か
け

金
で
も
ら
う
老
齢
年
金
は
、
「
か
月
で

も
納
め
不
足
が
あ
る
と
、
約
三
万
八
千

円
以
下
の
額
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み

ん
な
が
六
万
円
の
年
金
を
も
ら
え
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

☆
納
め
忘
れ
の
あ
る
人
は
－

　
保
険
料
は
、
納
期
後
二
年
た
つ
と
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、

金
法
で
定
め
る
額
を
こ
え
る
所
得
が
あ

る
年
は
、
福
祉
年
金
の
全
額
が
支
給
き

れ
ま
井
、
　
ん
。

☆
手
続
き
の
し
か
た
…
…

　
老
齢
福
祉
年
金
請
求
書
に
肩
籍
抄
本

と
住
民
基
本
台
帳
の
写
お
よ
び
所
得
状

況
届
を
そ
え
る
ほ
か
、
か
な
ら
ず
．
医
師

の
診
断
に
よ
る
「
福
祉
年
金
診
断
書
」

を
つ
け
’
、
、
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
き

い
。
な
お
、
こ
の
診
断
は
、
な
る
べ
く

専
門
医
か
ら
受
け
て
く
だ
き
い
。
手
続

｝
、
、
に
必
要
な
書
類
の
哨
紙
は
役
場
の
荘

民
課
に
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
が
満
額
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
納
期
後
二
年
を
す
ぎ

た
保
険
料
で
も
、
　
一
か
月
分
四
百
五
十

円
で
昭
和
四
十
七
年
六
月
三
十
日
ま
で

に
納
め
れ
ば
、
順
調
に
納
め
た
人
と
同

じ
額
の
年
金
が
も
ら
え
る
し
く
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
は
、

六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
に
納
め
て
し
ま

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

★
免
除
を
う
け
て
い
る
と
…
…

　
保
険
料
の
免
除
を
う
け
た
期
間
の
年

金
額
は
、
納
め
た
期
聞
の
年
金
額
の
三

分
の
一
で
計
算
き
れ
ま
す
。
し
か
し
、

免
除
を
う
け
た
保
険
料
は
、
そ
の
免
除

を
う
け
た
と
き
か
ら
十
年
以
内
に
、
免

除
を
う
け
た
当
時
の
保
険
料
の
額
で
納

め
る
こ
と
が
で
㍉
、
、
ま
す
。
こ
れ
を
追
納

と
い
い
ま
す
。
た
だ
し
、
六
十
五
歳
を

す
ぎ
る
と
追
納
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
免
除
を
う
け
た
人
は
今
す
ぐ
納
め

て
、
満
額
年
金
を
も
ら
い
ま
し
ト
訊
う
。
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国
保
と
わ
た
し
た
ち
①

ム
ダ
の
な
い
治
療
を

　
『
民
健
豪
保
険
も
今
日
’
、
，
価
み
な
き

ん
か
病
院
な
。
こ
に
ゑ
か
っ
た
費
用
の
七

割
を
市
町
村
か
負
担
す
る
ま
て
に
成
長

し
ま
し
た
。
そ
の
連
営
資
金
ま
み
な
り
、
、

ん
が
納
め
て
い
た
セ
く
保
険
税
と
田
の

轟
醐
…
助
叫
」
君
帽
、
　
つ
㎡
“
い
の
運
渦
呂
♪
甲
「
し
’
、
h

る
と
い
う
の
か
実
隔
て
、
レ
）
，
ナ
．
と
医

療
費
が
ふ
え
る
レ
ニ
蓋
し
て
赤
字
に
な

る
恐
れ
が
あ
）
ま
す
．

　
申
す
ま
’
㌔
も
な
（
、
こ
の
国
民
健
康

保
険
制
度
は
、
病
気
ゐ
、
か
の
と
洩
・
汝

い
費
用
て
治
療
し
、
個
人
的
な
経
口
負

担
を
て
き
る
だ
ナ
軽
く
す
る
相
耳
扶
助

方
式
て
す
か
ら
、
各
人
が
「
と
つ
せ
保

険
セ
ゑ
ら
」
と
い
っ
た
女
易
な
気
持
て

魅
9
●
．
、
’
　
，
，
　
，
■
．
　
　
．
・
●
，
・
9
0
・
、
6
　
　
　
●
　
量
、

鋭
峰
園
だ
よ
り

」

ψ

　
わ
と
し
よ
）
を
大
事
に
し
ま
し
よ
う

　
敬
老
週
間
や
敬
老
の
歪
な
と
に
老
人

福
祉
の
直
接
問
預
を
各
銀
面
〆
、
と
）
あ

す
て
h
た
た
い
’
、
あ
一
か
た
い
も
の
’
、

す
。　

移
〕
変
）
の
は
ザ
し
い
社
会
の
流
れ

か
、
と
も
す
る
こ
老
人
存
在
を
し
ば
し

忘
れ
’
」
置
｝
、
㌔
去
，
に
な
る
こ
と
を
乾
し

て
淋
し
く
な
る
こ
と
も
あ
）
ま
す
。

　
老
人
福
祉
法
は
そ
の
基
本
て
一

　
一
老
人
ま
、
多
年
に
つ
た
一
社
会
の

h
h
加
減
な
こ
と
を
す
れ
ま
全
依
的
な

医
療
費
は
実
に
大
｝
・
な
額
▼
一
ふ
え
、
市

町
村
の
保
険
財
政
は
強
い
圧
迫
を
う

．
，
、
や
か
て
よ
み
な
↓
・
、
ん
自
身
に
「
保

険
税
の
翠
玉
、
－
上
デ
」
と
、
つ
た
形
て
ま

ね
つ
え
つ
て
ま
い
〕
ま
す
。
て
す
か
ら

み
な
曽
・
、
ん
か
保
険
証
ま
ム
ダ
の
な
い
よ

う
に
正
し
く
使
い
、
て
｝
、
、
る
セ
け
安
い

保
険
税
’
㌔
安
心
し
て
お
医
者
〕
・
㌔
ん
て
か

か
る
よ
う
こ
し
ま
し
よ
う
。

病
気
に
か
か
っ
た
と
き

　
病
気
に
な
っ
た
ら
早
い
う
ち
に
お
医

者
き
ん
に
み
て
も
ら
い
適
切
な
治
療
を

受
ナ
る
こ
と
が
大
切
ノ
、
す
。
あ
ら
D
る

、
●
　
　
、
・
　
　
　
・
●
・
、
’
5
9
　
「
覧
●
曹
●
　
・
●
，
’
、
・
●
「
　
「
，
5
●
　
・
o
。
、
’
　
隣
，
　
9
・
●
・
　
．
■
，
’
，
．
●

血
辰
に
寄
与
し
て
㍉
、
、
た
者
と
し
て
敬
愛

・曽

E
・
れ
、
か
つ
健
全
て
安
ら
か
な
牛
活
を

保
障
申
、
・
れ
る
も
の
と
す
る
。
」
と
あ
）

ま
す
。

　
敬
愛
を
理
解
に
わ
㍉
、
が
え
て
、
老
若

共
二
D
ず
，
合
い
を
重
ね
る
、
そ
ん
な

社
会
や
家
庭
．
施
設
の
内
容
を
高
み
て

ゆ
き
た
い
も
の
て
す
。
　
「
年
寄
，
の
冷

水
」
「
年
寄
う
と
？
こ
ま
引
込
∂
＝
、

ぽ
罰
が
当
）
ま
す
。

　
き
て
、
敬
老
週
間
に
つ
き
の
カ
セ
か

ら
物
心
両
面
の
こ
厚
情
を
お
よ
せ
い
た

た
㍉
、
噌
ま
し
た
。
　
（
医
聖
圭
省
略
一
、
㌔
せ
r
㌔

、
た
セ
き
ま
す
。
）

病
気
二
い
え
る
こ
と
は
「
早
期
発
見
、

早
期
治
療
」
て
す
し
、
病
気
を
こ
し
ら

井、一

驛
激
j
般
に
治
療
期
聞
も
長
く
な

，
、
本
人
も
苦
労
し
、
そ
の
う
え
治
療

費
も
か
甲
・
、
ん
’
、
玉
、
♪
』
大
変
ノ
、
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
病
気
一
一
な
っ
た
ら
三

目
こ
医
師
甲
一
含
ひ
，
、
毎
日
が
楽
し
く

働
ブ
る
よ
う
国
民
健
康
保
険
を
利
用
し

て
く
ゼ
き
い
。
窓
口
て
差
し
出
す
「
保

険
証
」
は
あ
な
た
の
健
康
を
守
る
証
明

書
て
す
。
て
す
か
ら
医
師
は
あ
な
た
の

病
気
を
冶
す
た
め
こ
精
い
つ
ぽ
い
の
努

力
を
し
ま
す
。
医
帥
が
ら
指
示
き
れ
た

こ
と
は
正
し
く
守
）
、
医
師
を
信
頼
す

る
こ
と
か
病
気
を
里
く
冶
す
う
え
こ
お

い
て
最
も
大
切
な
こ
と
て
す
。

歳
末
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

　
い
よ
い
よ
A
，
年
も
残
）
少
な
く
な
っ

て
シ
・
、
ま
し
た
。
一
年
中
の
し
め
く
く
）

と
し
て
師
走
は
あ
わ
た
セ
し
き
か
感
し

ら
れ
ま
す
。
人
の
心
の
あ
せ
り
、
町
の

あ
わ
た
セ
し
き
に
左
右
山
・
・
れ
て
思
わ
ぬ

事
“
や
事
故
が
発
生
す
る
も
の
て
す
。

　
あ
｝
．
・
す
や
忍
び
込
み
な
と
の
盗
難
事

件
、
暴
行
、
傷
害
、
ゆ
す
り
と
い
っ
た

暴
力
犯
、
そ
れ
に
交
通
事
故
、
青
少
年

の
非
行
な
と
も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
桝
を
防
く
に
は
、
ひ

9
　
二
　
。
・
＝
　
．
　
　
事
　
3
　
…
ζ
■
・
・
、
’
．
9
．
3
・
、
＝
・
．
㌦
。
・
覧

　
。
谷
口
東
市
（
小
野
田
）
ロ
ス
テ
レ
オ

　
つ
東
郷
中
生
徒
I
B
マ
ノ
ド
リ
ノ
演
奏
等

　
。
山
村
濡
幕
穂
社
中
（
延
岡
市
V
－
舞
踊

　
。
日
本
報
道
写
真
連
盟
日
向
分
会
－
1
写

　
　
　
　
真
撮
影

　
・
阿
具
根
門
申
（
日
向
市
Y
－
尺
八
と
琴

　
　
　
　
の
演
奏

　
。
那
須
昇
（
西
郷
村
）
ー
ス
テ
ノ
キ

　
。
そ
の
他
に
町
内
か
ら
松
浦
道
枝
き
ん

　
　
植
野
守
き
ん
、
里
、
木
絹
子
さ
ん
、
岩

　
　
見
春
治
き
ん
か
ら
も
ご
慰
問
を
受
け

　
　
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

　
長
生
き
一
ロ
帳

　
　
り
し
　
　
し

　
　
五
三
を
三
つ
せ
、
ラ
ヨ
ッ
ヨ
ほ
セ
れ

と
り
ひ
と
り
が
こ
ま
か
い
注
急
を
は
ら

b
な
け
れ
ば
い
サ
ま
せ
ん
。
ま
た
年
末

に
な
）
ま
す
と
忘
年
会
な
ご
飲
酒
の
機

会
か
多
く
な
っ
て
㍉
・
・
ま
す
。
ハ
ノ
ト
ル

を
握
る
人
は
ぜ
っ
た
い
に
酒
を
口
に
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
運
転
す
る
人
に
は

ぜ
っ
た
い
酒
を
飲
ま
せ
な
い
よ
う
み
ん

な
て
力
を
あ
わ
せ
て
飲
酒
連
転
を
絶
滅

し
ま
し
ょ
う
。

　
車
を
運
転
す
る
人
も
術
を
歩
く
人
も

つ
y
・
の
こ
と
か
ら
を
よ
く
寸
）
、
事
故

の
な
い
楽
し
い
正
月
を
迎
え
る
「
圭
う
心

か
P
7
ま
し
．
砿
う
。

｝
、
歩
行
者
も
よ
く
交
通
法
規
を

　
十
二
月
一
日
か
ら
今
ま
で
の
道
路
交

通
法
が
改
正
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な

か
交
通
法
令
を
良
く
知
）
こ
れ
を
守
）

ま
し
ょ
う
。

一一

A
仕
業
点
検
を
忘
れ
ず
に

　
自
動
車
を
運
転
す
る
前
に
は
必
ず
ブ

レ
ー
キ
、
　
ハ
ノ
甘
ル
な
ど
各
部
を
点
検

し
不
備
な
個
所
の
な
い
こ
と
を
た
し
か

め
て
か
ら
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
無
理
な
追
越
し
、
わ
き
見
運
転
は

　
し
な
い
よ
う
に

　
㌔
琿
な
追
越
し
ゐ
、
つ
き
見
運
転
が

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
う
ま
す
。
急
く

と
き
で
も
ス
。
ご
一
、
h
の
出
し
す
y
、
、
や
、

無
理
な
追
越
し
は
や
め
ま
し
ト
翫
う
。

四
、
歩
行
者
優
先
の
考
え
で

　
苗
を
運
転
す
る
・
二
｝
、
、
よ
、
歩
行
者
内

『
転
車
こ
乗
一
・
’
、
い
る
人
よ
す
へ
て
ヨ
　

分
の
家
族
ハ
ー
と
考
〃
二
、
連
転
し
ま
し
よ

う
。
と
く
ζ
老
人
や
子
供
な
ど
の
歩
行

者
を
は
じ
め
、
自
転
車
こ
乗
っ
て
い
る

人
（
メ
こ
を
交
通
事
故
の
危
険
か
ら
守
，

ま
し
ょ
う
。

児
童
手
当
認
定

請
求
を
早
く

　
四
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
児
童
手
当

法
が
施
行
さ
れ
ま
す
が
認
定
請
求
の
受

伺
か
十
月
一
日
か
ら
開
始
き
れ
目
下
受

付
中
で
あ
り
ま
す
。
来
年
「
月
「
日
現

在
て
、
支
給
要
件
に
該
当
↓
・
㌔
れ
る
だ
ろ

う
と
予
想
さ
れ
る
人
に
は
個
々
に
文
書

て
通
知
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
相
当
数

の
人
が
手
続
を
し
て
い
な
い
よ
う
て
す

の
て
、
早
目
に
役
場
住
民
課
て
す
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
来
年
の
一
月
　
日
以
降
に
支
給

要
件
に
該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

は
、
そ
の
都
度
認
定
請
求
を
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
手
続
を
と
っ
た
翌
月
の

分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
手
当
の
支
給
月
は
二
月
、
六

月
、
十
月
の
年
三
回
と
な
っ
て
い
ま
す

か
四
十
七
年
に
限
り
二
月
分
が
三
月
に

支
給
占
・
㌔
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
善
報
の
四
↓
パ
年
十
目

号
を
ご
ら
ん
く
セ
さ
h
。
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居芝の年虫目

　
東
郷
小
学
校
の
全
校
児
童
と
職
員
が

丹
精
こ
め
て
育
て
た
一
人
一
は
ち
運
動

の
キ
ク
の
花
が
、
み
こ
こ
に
咲
｝
、
・
そ
ろ

い
、
参
観
日
こ
体
倉
館
に
展
示
し
、
父

兄
の
み
な
山
・
」
ん
に
ひ
ろ
う
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
老
人
ホ
ー
ム
鈴
峰
園
の
お
と

し
よ
う
た
ち
を
招
き
、
見
て
も
ら
い
ま

し
た
．
．
役
場
に
も
三
十
は
ち
が
届
き
、

事
務
室
の
あ
ち
こ
ち
に
な
ら
へ
ら
れ
、

用
事
て
訪
れ
た
お
客
尊
・
」
ん
た
ち
の
目
を

た
の
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
二
つ
く
づ
は
、
情
操
教
育
の
一

つ
と
し
て
、
学
校
の
花
だ
ん
な
ど
に
四

季
の
花
を
咲
か
せ
、
美
し
い
学
校
づ
く

り
に
役
立
て
て
い
る
も
の
で
、
春
に
は

チ
ュ
…
リ
ノ
ブ
な
ど
を
咲
か
せ
ま
す
。

　
キ
ク
が
終
っ
て
、
は
ち
に
は
花
か
ん

ら
ん
が
植
え
か
え
ら
れ
ま
し
た
。

クキなとごウ

け

　
十
一
月
に
は
、
各
神
社
の
祭
礼
が
あ

り
ま
し
た
が
、
ひ
と
こ
ろ
の
よ
う
な
に

ぎ
わ
い
は
塗
し
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た

　
し
か
し
、
各
神
社
と
も
祭
礼
日
を
日

曜
日
な
ど
に
開
い
た
り
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
氏
神
を
お
ま
つ
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
、
三
瀬
の
青
年
が

青
年
団
盾
動
の
一
つ
と
し
て
地
芝
居
な

ど
の
演
芸
と
と
り
く
み
、
一
ヵ
月
の
練

習
を
積
ん
で
祭
礼
日
に
奉
納
し
、
見
物

に
き
た
氏
子
の
み
な
き
ん
に
も
よ
ろ
こ

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
地
芝
居
は

毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、
こ
と
し
は

坪
谷
か
ら
も
招
待
さ
れ
、
出
張
公
演
し

大
好
評
て
し
た
。

　
ま
た
、
福
瀬
で
は
こ
と
し
か
ら
小
学

生
に
神
楽
を
お
ぼ
え
て
も
ら
い
祭
礼
日

に
氏
神
に
奉
納
し
ま
し
た
。

　
牧
水
先
生
を
語
る
㈲

》
　
　
　
塩
月
儀
市

～
　
　
牧
水
先
生
は
大
正
二
年
九
月
に
第
六

　
歌
集
「
み
な
か
み
」
を
出
版
し
ま
し
た
。

　
巻
頭
に
父
の
写
真
を
掲
げ
「
本
書
を
亡

　
き
父
に
捧
く
」
と
あ
り
ま
す
。
帰
省
中

　
に
詠
ん
だ
五
百
四
首
が
収
め
ら
れ
て
い

　
ま
す
。
悩
み
の
中
で
の
作
で
あ
る
た
め

　
か
「
思
い
つ
め
て
は
み
な
石
の
こ
と
く

　
つ
く
み
黒
き
石
の
ご
と
く
並
ふ
家
族
の

　
争
論
」
の
よ
う
な
破
調
の
歌
が
多
く
詠

　
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
上
京
後
の
先
生
は
、
常
に
歌
壇
の
第

　
一
線
に
あ
っ
て
盾
躍
し
ま
し
た
が
、
そ

　
の
実
生
活
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
大
正
九
年
に
沼
津
に
移
っ
て

　
か
ら
は
全
国
の
一
流
新
聞
社
の
短
歌
の

　
選
者
と
な
っ
て
収
入
も
よ
く
な
り
ま
し

　
た
。
母
思
い
の
先
生
は
沼
津
で
母
と
一

　
緒
に
暮
そ
う
と
し
ば
し
ば
相
談
し
ま
し

　
た
が
気
丈
な
母
は
な
か
な
か
応
し
ま
せ

　
ん
で
し
た
。

　
。
日
向
の
国
む
ら
た
つ
山
の
一
と
山
に

　
　
住
む
母
恋
い
し
秋
晴
れ
の
日
や

　
。
春
あ
さ
き
田
し
り
に
出
て
て
野
芹
つ

　
　
む
母
の
心
に
休
ひ
の
あ
れ

　
。
故
里
に
墓
を
ま
も
う
て
出
で
て
こ
ぬ

　
　
母
を
し
そ
お
も
ふ
夢
み
て
の
後
に

恥
な
ど
の
・
母
を
憶
う
歌
が
数
多
く
あ
り

　
ま
す
。

　
　
大
正
十
三
年
三
月
、
先
生
は
亡
父
の

　
十
三
回
忌
の
法
要
を
営
む
た
め
に
長
男

　
旅
人
さ
ん
を
伴
っ
て
帰
省
し
ま
し
た
。

　
態
尉
蕪
継
欝

濡
館
て
開
か
れ
ま
し
た
．
先
生
は
母
・

　
鰭
鰹
繕
繕
縁
懸

最
を
流
し
ぼ
瑛
ま
山
回
漣
娘
の

、
く
～
～
＼
、
く
、
～
、
＼
く
、
≧
、
～
、
～
～
～
～
～
、
～
～
、
ご
、
之
、
≧
玉
～
1

！
～
レ
　
一
々
5
宝

難
雛
蟻
蝉
認

紬
雛
纏
雛

獅
麟
雛
覗
饗

灘
鳥
撃

繍
麟
鋤
瀦

勝
鰹
鱗
騰
舘
　

臓
礫
が
纏
餌
に
挙
耀
娠
　

に
部
課
髄
暴
ポ
月
新
聞
記
者
　

鷺　蛛
@
灘
羅

瀦
麗
鰐
攣
潔
蕊

．
馨
幾
饗
庭
に
い
　

　
　
　
　
　
’
、
　
　
　
イ
　
　
’
唄
　
　
～
～
2
、
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
き
‘
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お知らせ

磨
老
人
医
療
証
の

交
付
手
続
き
を

　
こ
と
し
の
十
月
一
日
か
ら
、
県
下
い

っ
せ
い
に
老
人
医
療
の
助
成
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
宮
崎
県
が
老

人
福
祉
事
業
の
一
つ
と
し
て
行
な
う
も

の
で
、
こ
の
費
用
は
、
県
と
市
町
村
で

二
分
の
一
ず
つ
負
担
し
ま
す
。

　
満
七
十
歳
以
上
の
お
と
し
よ
り
と
満

六
十
五
歳
以
上
の
ね
た
｝
・
・
り
の
人
が
病

院
に
か
か
っ
た
ン
ミ
・
、
医
療
費
の
自
己

負
担
分
が
入
院
で
二
千
円
を
、
外
来
で

五
百
円
（
い
ず
れ
も
一
ヵ
月
分
合
計
）

を
こ
え
る
分
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　
役
場
の
福
祉
係
で
手
続
、
唖
㌔
を
す
る
と

「
医
療
証
」
が
交
付
↓
・
・
れ
、
病
院
に
か

か
る
と
き
、
こ
の
「
医
療
証
」
を
窓
口

で
提
示
す
れ
ば
医
療
費
助
成
の
取
扱
い

を
し
ま
す
。
二
の
際
、
患
者
負
担
分
は

　
た
ん
病
院
に
支
払
う
わ
け
で
す
が
、

ニ
ヵ
月
後
に
助
成
費
の
支
払
い
を
し
ま

す
。　

い
ま
七
十
五
歳
で
な
い
人
も
、
七
十

五
歳
に
な
っ
た
ら
「
医
療
証
」
の
交
付

が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
人

は
元
気
な
人
で
も
手
続
｝
、
－
だ
け
は
と
っ

て
お
い
て
く
だ
山
、
㌧
い
。

成
人
者
の
誕
生
日
検
診

　
か
つ
て
は
、
急
性
や
慢
性
の
伝
染
病

肺
結
核
、
肺
炎
な
ど
に
よ
る
死
亡
者
は

た
い
へ
ん
な
数
で
し
た
が
、
最
近
で
は

こ
れ
ら
の
病
気
に
よ
る
死
亡
数
は
著
し

く
減
少
し
、
平
均
寿
命
も
目
立
っ
て
延

び
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
で
は
、
脳
ず
い
疾

患
、
心
臓
疾
患
、
ガ
ン
な
ど
が
多
く
発

生
し
、
死
亡
率
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す

そ
し
て
、
脳
卒
中
（
脳
出
血
）
や
心
臓

病
を
起
す
原
因
と
な
る
高
血
圧
症
や
動

脈
硬
化
症
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
成
人

病
と
し
て
大
玉
、
・
く
取
り
あ
げ
ら
れ
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
向
保
健
所
で
は
、
こ
の
恐
る
べ
き

成
人
病
か
ら
一
人
で
も
多
く
の
生
命
を

ま
も
る
た
め
に
「
成
人
者
の
健
康
管
理

の
た
め
の
成
人
島
島
生
月
検
診
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

。
該
当
者

成
人
者
名
簿
を
作
成
中

　
来
春
一
月
十
五
日
に
、
恒
例
の
成
人

式
を
行
な
い
ま
す
が
、
現
在
教
育
委
．
員

会
で
成
人
該
当
者
名
簿
を
作
成
中
で
す

　
名
簿
は
、
役
場
の
住
民
基
本
台
帳
で

該
当
者
を
調
査
し
て
作
成
し
ま
す
が
、

町
外
に
住
ん
で
い
て
、
東
郷
町
の
成
人

式
に
出
席
ご
希
望
の
方
は
、
東
郷
町
で

も
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
「
月
六
日
ま
で

に
町
教
育
委
員
会
か
出
身
地
区
の
区
長

宛
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
満
四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の

人
で
、
そ
の
月
に
誕
生
日
の
あ
る
入

。
期
日
と
時
間

　
毎
週
水
曜
日
　
午
前
中

　
　
　
（
受
付
は
午
前
九
時
か
ら
十
一

　
　
　
時
ま
で
）

。
料
金

　
血
圧
測
定
、
検
尿
は
無
料

　
そ
の
他
の
検
査
は
保
険
適
用
（
保

　
険
証
持
参
の
こ
と
）

交
通
制
限
に
協
力
を

　
県
道
日
向
－
人
吉
線
の
う
ち
仲
深
区

の
上
仲
瀬
で
、
道
路
拡
幅
工
事
の
た
め

つ
ぎ
の
と
お
り
交
通
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
窃
窪
く
だ
さ
い
。

ら
で

。期間11月15日か

　　　12月30日ま

。時間
　　8：00～9：00

　　9：30～10：20

　　10：40～11：20

　　13：00～13：50

　　14：10～15：20

　　15：40～16：20

　　16：30～17：10

　　17：30～18：15

　
も
し
、
本
人
が
出
席
で
き
な
い
と
｝
、
・

は
、
代
理
出
席
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

。
該
当
者
は
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
日

　
か
ら
二
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
の
問

　
に
生
ま
れ
た
人
。

・
住
所
（
手
紙
が
届
く
よ
う
に
く
わ
し

　
く
）
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
世

　
帯
主
の
氏
名
、
住
所
を
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

。
申
し
こ
み
は
電
話
で
も
ハ
ガ
キ
で
・
も

　
け
っ
こ
う
で
す
。

・
申
込
者
に
は
成
人
式
の
案
内
状
を
き

　
，
し
あ
げ
津
帆
一
ヲ
。
　
　
（
郵
送
）

今
月
の
納
税
等

固
定
資
産
税

　
　
納
期
　
十
一
一
月
二
十
五
日

家
畜
共
済
掛
金

　
　
納
期
　
十
二
月
二
十
五
日

人
事
発
令

　
十
「
月
一
日
付
で
つ
ぎ
の
と
お
り
職

員
の
発
令
を
い
た
し
ま
し
た
。

▽
建
設
課
エ
務
第
一
係

　
　
　
　
　
岩
崎
寿
男
（
新
規
採
用
）

八
お
わ
び
〉
　
十
一
月
号
で
職
員
の
配

　
置
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が

　
つ
ぎ
の
職
員
が
も
れ
て
い
ま
し
た
の

　
で
お
わ
び
し
て
追
加
し
ま
す
。

▽
住
民
課
保
健
衛
生
係
　
一
政
ミ
ツ
エ

　
　
香
典
返
し

　
寺
迫
区
橋
ロ
イ
ワ
ノ
殿
の
死
去
に

際
し
遣
族
橋
口
和
吉
殿
よ
り
香
典
返

し
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で

故
人
の
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
・
二
共

に
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
た
せ
て
い

た
ゼ
き
ま
す
。

　
　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

ぎ一一1一人　ロー一一箋

≡　　　46年11月1日現在　　≡

≡　　　　　　　（　　）は対前月比　　　　≡

≡　　男　　3．475人　≡

≡　　　　　　　（＋4）　≡

≡　女3．756人≡
≡　　　　　　　（一3）　　≡

≡総　数　7．231人　≡
≡　　　　　　　（÷1）　　≡
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騰
叢
鷺

　
　
　
　
　
十
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
一
父
の
名
部
落

桑中寺中黒吉黒

原野原野木田川

利　浩生雅規裕
　　　津
恵隆樹美志志光
貞　義接昭重光
　勝
信　隆美幸一政
仲羽小福小坪鶴
　　野　野　野
深坂田瀬田谷内

結
婚
お
め
で
と
う

渦村　野心

氏

元田　斐責

京定　智米

名

子久　子美

鶴小　諸迫部

踊講落

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

氏

名
　
　
年
令
｛
部
落

田
　
代
　
新
　
吉

河
　
野

洋

七
六
　
寺
　
迫

つ

水
　
野
　
ム
ツ
メ
四
四

小
　
泉
　
シ
　
ン

三
　
浦
　
亀
　
吉

鶴
　
田

「

、
｝
、

海
野
　
ハ
　
ル

六
四

七
五

冨
表
．

仲
　
深

追
野
内
一

坪
谷

四
九
　
．
寺
　
迫

七
八

帽旧

@
瀬
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